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雛底曳き用底曳網の実用化に関する研究一(予報）

小型底曳網の曳網実験

肥後伸夫＊・上水樽豊己＊

ResearchonthepracticalityoftheOffbottom
TrawlNet-(Preliminaryreport）

ＡＴｅｓｔｏｎｔｈｅＣａｔｃｈａｂｉｌｉｔｙｏｆｔｈｅＳｍａlｌｓｉｚｅｄＴｒａｗｌＮｅｔ

NobioHIGo＊andToyomiKAMIMIzuTARu＊

Abstract

Ｕｓｉｎｇ，ａｓｔｈｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌａｐｐａｒａｔｕｓ，ａｔｒａｗｌｎｅｔｔｈｅｆｕｌｌｂｏｄｙｏｆｗｈｉｃｈｗａｓ

ｍａｄｅｔｏｂｅｌｉｆｔｅｄａｔａｃｅｒｔａｉｎｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｔｈｅｓｅａｂｏｔｔｏｍ，ｓｏｍｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓ

ｗｅｒｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｏｎｉｔｓｌｉｍｉｔｏｆｃａｔｃｈａｂｉｌｉｔｙ・

Ｉｎｔｈｉｓｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｔｈｅａｐｐａｒａｔｕｓｗａ９ｍａｄｅｏｆｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｇｅａｒｓ：firstly，ａｌｏｔ

ｏｆｌｏｎｇｃｈａｉｎｓｗｅｒｅａｔｔａｃhedverticallytothefloats，ａｎｄｓｅｃｏｎｄｌｙ，ｔｈｅｓｅｗｅｒｅｍａｄｅ

ｔｏｂｅｓｅｔｔｏｔｈｅｇｒｏｕｎｄｒｏｐｅａｎｄｔｏｔｈｅｌｏｗｅｒｂｅｌｌｙｏｆｔｈｅｔｒａｗｌｎｅｔ・

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｂｔａｉｎｅｄａｒｅａｓｉｎｔｈｅｆｏllowing：

１）Ｔｈｅｓｉｚｅｏｆｔｈｅｔｒａｗｌｎｅｔｉｓａｓｆｏｌｌｏｗｓ；namelv，ｔｈｅｌｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｈｅａｄｒｏｐｅ

ｉｓ２９,８ｍ，ｔｈｅｆｕｌｌｌｅｎｇｔｈｏｆｔｈｅｎｅｔｉｓ２６､０ｍ・Ｔｏｔｈｉｓｉｓａｔｔａｃｈｅｄａｂｅａｍｗｈｉｃｈｉｓ

ａｓｌｏｎｇａｓｌ8.0ｍ・Ｔｈｉｓｔｒａｗｌｎｅｔｗａｓｈａｕｌｅｄａｔｔｈｅｓｐｅｅｄｆｒｏｍ０．５ｋｎｏｔｔｏ３．０
ｋｎｏｔ、

２）Thecatchabletowingspeedwasascertainedtobewithintherangefroｍ１．５

ｋｎｏｔｔｏ２．０ｋｎｏｔ．Ｔｈｅｖｅｒｔｉｃａｌｄｉｓｔａｎｃｅｏｆｔｈｅｏｆｆｂｏｔｔｏｍｔｒａｗｌｎｅｔｆｒｏｍｔｈｅｓｅａ

ｂｏｔｔｏｍｗａｓｃｏｕｎｔｅｄｔｏｂｅ４０～７０ｃｍ、

３）Themainkindsofthecaughtfishwerｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ：－、z〃s”〃”0"s；ＪＷＰ〃岬ｓ

伽"S”：Ｏｃ＃”"ｓオル0”ｓｏ”；Ｍｚ"伽〃”0伽s跡s；while艶”"ｓ”伽s”α”s；ＣＭ肋"icﾙｵ〃ｓ

加獅〃，ａｎｄＭ"γZzg"ｅｓａｒｃｚ"g”"swereuncatchable；ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄｓｔｏｎｅｓ，ｓｈｅｌｌｓ，

starfishwereleftuntouched，ｔｏｏ、

４）Theverticaldistancesofthenetdetachedfromthewaterbottomwere

ascｅｒｔａｉｎｅｄｔｏｂｅａｌｍｏｓｔｅｑｕａｌｂｏｔｈｉｎｃａｓｅｏｆｔｈｅｍｅａｓｕｒｉｎｇｏｎｔｈｅｓｐｏｔａｎｄｉｎ

ｔｈａｔｏｆｔｈｅｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌｍｏｄｅｌｍｅａｓｕｒｉｎｇ．

1．緒言

底曳網の下網部分を海底から或る高さ離底させて曳網する方法は，従来から離底曳きといわ

’現在でも各種の底曳網の曳網法に採用されている')．この曳網法は，海底から若干離れ

かなりの高さまで密群をなす魚種や，海底上に密着して生息する甲殻類，軟体動物等を対象

れ，現在でも各種の底曳網の曳網法に採用されている』'、この曳網法は，海底から若干離れ

てかなりの高さまで密群をなす魚種や，海底上に密着して生息する甲殻類，軟体動物等を対象

にする場合，および海底に起伏のある場合に浮上してこれを避け曳網する場合によく用いられ

＊鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear，FacultyotFisheries，Kago‐

shimaUniversity，Kagoshima，Japan）
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本研究でとりあげた離底曳き用底曳網（離底曳網と呼ぶ）は，現在の離底の高さを更に，極

端に低く，少なくとも１．０ｍ以下に押えて曳網出来るように作製し曳網を試みたものであ

る．今回は離底曳網の実物網による曳網実験と模型網による水槽実験を併せ実施した．その

結果，実用化に関する基礎的資料を得たので報告する．

２．離底曳きの原理

水中重量の重い，長いチェンを，浮揚力の小さい浮子に装着して，充分な高さを有する静水

中に垂下すると，Fig.１に示すようにこのペアは沈降を始め，やがてチェンの一部が着底し

たところで静止する．離底曳網は静水中でのこの簡単な原理を応用したもので，浮子とチェン

のペアを袖網の沈子綱と身網の下網の腹線にあたる部分に数多く装着して作製した．ここで網

の離底の高さは浮子の浮揚力と，チェンの着底部分を除く水中重量とが釣り合った時の高さと

なる訳である．

３．離底曳網の作製

離底曳網の最初の試験網には，１８ｍのビームで両袖網を拡網する小型底曳網を採用した．

原型の底曳網は，現在，志布志湾で５トン未満の漁船用に用いられているものであり，その網

（小型底曳網と呼ぶ）の網地配置図と仕様内容をFig.２およびＴａｂｌｅｌに示す．試験網

はFig.３の網をFig.１に示すように取付け，沈子綱から沈子を取り外した後，同一の場所

に浮子とチェンのペアになったものを装着した．

この浮子およびチェンの寸法，個数，取付位置等は，離底の高さを５０ｃｍとして基礎計算

を行ない決定した.なおこれらの浮子，チェンを付加した試験網の沈子綱は空中重量６６．７kg，

水中重量５８．１ｋｇとなる．
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肥後・上水樽：離底曳網の実用化

Ｎ9ｔ

１１三０コ１４.ａｎ

およびＴａｂｌｅ２に示す通りである．なお東支那海および種子ケ島沖で

トロール網と小型底曳網もあわせ曳網した．また曳網実験の結果より得

主な魚種と漁獲量についてはＴａｂｌｅ３に示す通りである．測定値のうち

狂
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４－１実験内容

実験内容はＦｉｇ．４

の実験では比較の為，

られた漁獲量のうち，

Ｆｉｇ．２－２Ｄｅｓｉｇｎｏｆｆｉｓｈｉｎｇｇｅａｒ．
（Smallbottomtrawlnet）
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4.‐曳網実験
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Table１．Specificationofexperimentaltraｗｌｎｅｔ．（Smallbottomtrawlnet）
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Ｔａｂｌｅ３－１．Ｍａｉｎｓｐｅｃｉｅｓｏｆｃａｕｇｈｔｆｉｓｈａｎｄｃａｔｃｈｐｅｒｕｎｉｔｅｆｆｏｒｔ
ａｔｔｈｅＳａｔｕｎａｎａｒｅａ．（Smalloifbottomtrawlnet.）

肥後・上水樽：離底曳網の実用化

最も重要である離底の高さについては，曳網の度に同寸法の発錆したチェンと交換し，揚網直

後にチェンの摺れを測定してその高さとした．なお，Ｐｌａｔｅｌに投網直前の状態を示した．

4-2実験結果

Ｔａｂｌｅ２に示すように離底曳きの総曳網回数は，２３回であるが，うち有漁獲回数は１３回
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であった．また，漁獲についてみると，エビ，タコ，イカ，キントキダイ，ウマズラハギがそ

の主たるものであるが，うち，ウマズラハギは他の２種の網より多い結果となった．この他の

石，貝，ガザミ，ホヤ，ウニ，ヒトデ等の所謂“ゴミ”と言われる混獲物の総重量は8027ｇ

であり，総漁獲量49,9419の約１６％にあたる．

以上の漁獲結果よりみると，トロール網，小型底曳網に入網を期待出来る魚種のうちで離底

曳網に入網しない主なものは，エソ，ホウボウ，タチウオである．更にトロール網，小型底曳

網では“ゴミ”が１時間当り120～1709（東支那海の場合）と大量に入網する．しかし，離

底曳網には離底の高さが40ｃｍ以上となると殆んど入網を認めなかった．このように“ゴミ”

等の混獲物が極めて少ないことはこの網の大きな特徴である．

網口高さ計及び深さ計の実測結果をみると，離底曳網は１．５ノットから２．０ノットにかけて，
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網口高さの低下が少ないが，２．０ノット以上になると急激に低下する．このことは，この網が’

2.0ノット以上になると離底の高さが急増し，網が中層曳きの形になることを示しており，着

底底曳網と傾向が全く異なる．なお，離底曳網の場合の網口高さとは，網口にあたる浮子綱と
沈子綱との高さの差を言い，離底の高さを含まない．離底の高さは沈子綱に取り付けた浮子と
沈子の量によりかなり異なる為，調整はチェンの摺れ及び，網の状態をみながら行なった．一

般にその高さは袖網部より網口部の方が高くなる．これは身網の揚力が袖部より大であること
によるものであろう．なお曳網実験の結果をFig.６に示した。

チェンの摺れより測定した離底の高さと，漁獲量との関係をみると，Fig.５に示す様に，
離底の高さが２０ｃｍ以下になると漁獲量と共に“ゴミ”の入網も多くなり，７０ｃｍ以上にな

ると“ゴミ”，漁獲量共に皆無となる．従って漁獲を期待出来る離底の高さは４０～70ｃｍとみ
てよい．

５．模型実験結果

１/１５の模型網を離底曳網と小型底曳網について作製し，本学大型回流水槽において実験し
た．その結果，離底曳網は小型底曳網に比較して網口高さは一般に低くなるが，張力は大とな

る．離底の高さは，袖部が1.5ノットで２７ｃｍ，２．０ノットで３０ｃｍを示し，またその値は
袖部より網口部で１５～20ｃｍ高くなり，高速側でその差は大きくなる傾向が認められた．網
成りは袖網の沈子部から身網の腹線にかけて略直線に緊張し，水槽底に平行である．また正面
からみた網口形状は小型底曳網の場合と略同一である．なお実物換算すると，ビーム長１８ｍ，

曳網速力１．５ノットで，網口高さ１．７ｍ，離底の高さは網口で５２．５ｃｍとなり，Fig.６に示
した曳網実験の値より約30ｃｍ低くなる．なお模型実験の写真をＰｌａｔｅｌに示した．

６．考察

底曳網に対する魚群の行動については，報告があり2.3)，魚種によって，網を回避する型が
異なるようである．従って離底曳網の場合には，少なくとも網を潜降して逃避する魚種には入
網を期待出来ない．しかし，網を浮上するかまたは横方向に移動して逸出する魚種について
は，離底曳きによる入網が期待出来るようであり，従来から多くの魚種を漁獲している．これ
らの離底曳きは，現在，曳綱の短縮，曳網速力の増速，網自体の浮揚力の増加と長いチェンの
垂下等，曳網法や網の設計を工夫することにより行なわれている．しかしこの方法では，離底
の高さを設計通りにとることが技術的にみて極めて難しい．従来のこれらの方法に対し，本研
究では，浮子とチェンを連結したものを静水中に垂下させ，浮子の浮揚力とチェン垂下部分の
沈降力とを等しくさせるという簡単な発想で離底曳きの装置を考案した．しかし問題点は多い．
成程，静水中では浮子と沈子を含めた網自体の沈降力により所定の離底の高さを維持出来る．
しかし底曳網である以上，曳網速力は少なくとも２．０ノットでなければならない．２．０ノット
以上の速力で曳網すると，網には揚力，浮子と垂下部分のチェンには流水抵抗，着底部分のチ
ェンには摩擦抵抗が生じてくるので離底の高さに当然変化が起こることが考えられる．高速曳
網に伴う離底の高さの変化については今後の研究課題としたい．
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曳網実験の結果，離底曳網に以下の特徴点を認めた．即ち，①魚種により強い選択性を有す

る．②石，貝，ヒトデ等の混獲物の入網は極めて少ない．③離底の高さを４０～70ｃｍとすれ

ば漁獲可能である．④曳網速力は１．５ノットから２．０ノットまでとみる．⑤１ｍ前後の凸凹

のある海底でも曳網可能である．

以上の特徴点は魚の遊泳層及び網と遭遇した魚の対網行動というものを，ある程度図式化す

ることが可能となろう．このことは離底曳き並びに底曳網の効果的な曳網法の改良と高性能な

網漁具の設計確立のため参考になるものと考える．

今後は網の大型化及び高速曳網という課題をとらえ，実用化にむけて研究の展開をはかりた

い．

６．要約

底曳網全体を海底から僅かに離底させて曳網する実験を試みた．底曳網は浮子綱長２９．８ｍ，

網の全長２６．０ｍの規模のもので，１８ｍのビームに装着し，０．５ノットから3.0ノットまで

曳網した．

離底の装置は浮子に長いチェンを垂下したものを数多く沈子綱と底曳網の下網に取りつけた

ものである．

結果は次の通りである．

１）漁獲可能の曳網速力は１．５ノットから２．０ノットまでである．その時の離底の高さは，

40～７０ｃｍである．

２）入網魚の主なものはキダイ，エビ，タコ，ウマズラハギでエソ，ホウボウ，ハモ，アナ

ゴは入網しない．

３）同時に曳網実験をおこなったトロール網，小型底曳網に比較して，石，貝，ヒトデ等の

混獲物はほとんどみられない．

４）計器による実測と模型実験による網の離底の高さは略一致する．また網口高さは，低速

側で模型実験値が若干高くなるが，２５ノット以上になると略一致する．

本研究の実施に当って御協力をいただいた本学練習船かごしま丸植田総一船長ほか，乗組員

各位，ならびに本学練習船南星丸柿本亮船長ほか乗組員各位に対し，深くお礼申し上げる。ま

た網の作製には本学田畑静夫技官が主としてあたられた．深甚なる謝意を表する次第である．
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